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プロローグ 

 

本書は 2002 年に講義「国際文化交流論」を担当し、すでに出版している

『国際文化交流』（石倉誠文堂、2005 年 7 月）、『国際文化交流論』（石倉誠

文堂、2006年12月）、『新しい国際文化交流論』（多生堂、2009年9月）、『ク

ール・ジャパン マンガ／アニメの今後の展望について』（多生堂、2010年

3月）、『文化交流から文化外交へ』（イ―コン、2010年10月）、『日本文化ブ

ームから文化外交まで』（イーコン、2011年5月）、『日本文化ブームと国際

文化交流』（多生堂、2012年4月）、『国際文化交流の行方』（前編・後編）（多

生堂、2017年10月）、『異文化コミュニケーション』（多生堂、2018年8月）

を踏まえ、『国際文化交流から文化外交へ』（武蔵野学院大学佐々木隆研究室、

2018年9月）を発行した。その後、その内容をさらに増補して2019年版・

2020年版の教科書として使用した。2020年には東京オリンピック・パラリ

ンピックが開催されるため、その後、また見直しを行いたいと考えている。 

 書名でも取り上げたが、国際文化交流と文化外交も政府の方針に従って進

められているが、国際文化交流は民間レベルでも国交のない国や地域と行い、

理解を深め、その後国交が樹立されたり、回復されることが多い。この意味

ではスポーツの果たして来た役割は大きい。皇室は政治に介入しないことに

なっているが、皇室外交といった言葉さえ存在するほど、その役割は大きい

ことは周知の通りである。 

 しかし、国際文化文化交流・国際交流が民間、文化外交が政府などと単純

に分けて考えることもできないのも事実である。文化が与える影響は、イン

ターネットの普及もあるが、予想を超えたところまで波及している。日本の

マンガやアニメの与える影響が大きいために海外の国々ではその対応はバラ

バラである。過激な表現はどこまで許されるのか、日本国内でもすでに議論

が行われているのも事実である。 

 第1章では国際文化交流を研究するに当たり、専門用語の定義を確認して

いるが、これらの専門用語だけで国際文化交流を理解することは到底出来な

くなって来た。特に、2002年のダグラス・マッグレイのクール・ジャパン論

以降、政府の動きも活発になって来ると、文化外交、パブリック・ディプロ

http://www.econfn.com/ssk/tyosaku1/tyosaku21.pdf
http://www.econfn.com/ssk/tyosaku1/tyosaku25.htm
http://www.econfn.com/ssk/tyosaku1/tyosaku36.htm
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マシー、ソフト・パワー、国家ブランディングと言う用語を目にする機会も

増えて来た。 

本書は大学院や大学での講義を通してまとめて来た経緯があるため、15章

編成とした。実際にこの内容を用いて授業するには時間は足りない。むしろ、

本書は資料的な意味を重視している。引用した原文が英語の場合にはその英

文と翻訳書がある場合には、できるだけ翻訳も紹介するように努めた。なお、

国際文化交流といってもすべてを取り上げることはできないため、英語文化

圏を意識したが、1600年以降を中心に、ヨーロッパでの日本文化ブーム、特

にジャポニスムにもまず注目した。また、現在では政策にもなっているクー

ル・ジャパンについても取り上げることとした。 

 表記については年代は西暦表記を主としたが、引用の原典を尊重したため

表記として西暦と元号、読みやすさを重視したため算用数字と漢数字が一部

混在していること、また、一部を旧カナから新カナ遣いに改め文献の表記方

法を学術論文形式に一部こだわっていないなど、必ずしもすべてが統一され

ていないことをお断りしておきたい。 

 できるだけ引用元の文章などがわかるようにエッセンスの部分を引用文し

てそのまま掲載した。もちろん、レポートや論文を書く際には孫引きせず、

原典で確認してもらいたい。紹介した引用の前後にも重要な内容があること

が多いからだ。引用文をできるだけ掲載したことにより全体が大きく膨らん

だが、文献解題も充実させ。文献解題では資料の目次なども一部掲載するこ

とで、その内容がわかるように努めた。今回はまとめの意味もあるため、あ

まり頁数にはこだわらなかった。 

 

2020年5月 

                   著者 
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